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所報タイトル「挑戦」は所内で掲げる 

平成 22 年度の目標です。                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この所報のバックナンバーは弊所ホームページにて掲載しております。 

 

平成２２年６月に行われた≪関東信越税理士会≫定期総会で永年勤続表彰を受けました。 

それに伴い、所長より該当者４名の表彰状の授与、並びに記念品の贈呈が行われました。 

 

 

 

 

宮川 守 勤続３０年 

金児郁代 勤続２０年 

大塚良美 勤続 ５年 

茂垣 愛 勤続 ５年 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和５５年４月入社して、３０年あっという

間に過ぎてしまいました。入社当時は、仕事も

わからず、埼玉の地理もわからず、車の運転も

未熟すべて半人前以下の状態でした。先輩にお

客様へ行く道順を書いてもらい、なんとかたど

り着きましたが、帰り道は必ず迷い、気が付い

たら都内に迷いこんでしまったこともありまし

た。 

こんな私が今日あるのも諸先輩方はもちろん

のこと、顧問先の皆様の寛大なご指導があった

からこそと思っております。あと数年で定年を

向かえますけれど、より一層精進をして顧問先

の皆様の一助になれればと思います。       

今後ともよろしくお願い致します。 

みやかわ まもる 

宮川 守 勤続３０年 

何よりもまず、所長をはじめ、周囲の

方々すべてに御礼申し上げます。 

拙い私がこうして２０年の長きにわたり

勤めることができたのも、皆様のご指導

ご鞭撻があってのことです。本当にあり

がとうございます。 

この永年勤続表彰を機に、過去を振り返

って失敗に学び、それを踏まえて、前向

きに頑張っていきたいと思います。これ 

からもどうぞよろしく 

お願い致します。 

 

かねこ   いくよ 

金児 郁代 勤続２０年 

この度は、永年勤続５年表彰をいただき、あ

りがとうございます。 

思い返してみるとあっという間の５年間だった

ように思います。入社した当時は、初めて働く

ということもあり不安や緊張でいっぱいでし

た。それに押しつぶされずに、ここまで勤めら

れたのは皆様のおかげだと思っております。初

心を忘れずに、日々精進していきたいと思いま

す。 

今後とも、よろしくお願い致します。 

 

 

 
おおつか よしみ 

大塚 良美 勤続 ５年 

 

永年勤続５年を迎えることができま 

した。 

これからも日々の業務を怠らずに努力

し、安心して仕事を任せて頂けるような

存在になりたいと考えております。これ

からも皆様にご迷惑をおかけすることが

あるかと思いますが、期待にそえるよう

な成長をしていけたらと思いますのでこ

れからもご指導のほどよろしくお願い致

します。 

 

   

 
もがき  めぐみ 

茂垣 愛 勤続 ５年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

大学を卒業して、すぐ小林合同会計事務所の前身太田会計事務所に入所して、丸

３０年を迎えることができました。これもひとえに関与先様方のご指導ご鞭撻のた

まものだと感謝申し上げます。 

さて日本は今、サブプライムローン問題から端を発し、リーマンショック以降世

界経済は、未曾有の大不況となりました。将来の不安から消費は低迷し、過度な価

格競争により企業の利益が薄利となった結果、リストラや倒産による失業者が増大

する、いわゆるデフレスパイラル現象が起こっています。 

そこで歴史的に失業対策を見てみましょう。いつの時代でも失業問題はあったよう

です。豊臣秀吉は、本能寺の変で織田信長が明智光秀に自刀に追い込まれた後、山

崎の合戦（明智光秀を討つ）、賤ヶ岳の決戦（柴田勝家を討つ）、小牧．長久手の

戦い（織田信雄と徳川家康連合軍に勝つ）に勝利し、天下統一を成し遂げ乱世が終

結しました。乱世が終結したときというのは、どこの国でも膨大な兵士の失業問題

が生ずるのです。秀吉は、戦争をすることで失業問題を解決しようとしたのです。 

これが「朝鮮出兵」の目的だったと作家の井沢元彦氏は断言しています。世界史か

ら見てもアレキサンダー大王、チンギス・ハン、ナポレオンも基本的には同じです。                 

また、徳川家康の考えた失業対策はどうしたのでしょう。江戸時代の武士は基本的

に戦争はしていません。彼らの仕事は、帳簿をつけたり、物産を管理したり、お城

の宿直をしたり、要するに事務職をしているのです。家康は武士の仕事内容を変換

することで失業問題を解決しようとしたのです。 

つまり失業対策を豊臣秀吉は、武士に仕事を作ってやり、又、徳川家康は何か別

の仕事を見つけてやるという二つの解決策をそれぞれとったのです。 

日本における失業問題、特に若年者の失業が最大の問題であります。多数の若者

が失業を続けることによって、日本の人材の質が長期的に低下し、経済成長の障害

なります。また、社会保険をほとんど負担しないフリーターがそのまま高齢者とな

り、福祉のお世話になることが多大な財政負担となり、さらに大量のホームレスと

なって社会不安の原因になるおそれがあります。 

古今東西悩みは不変のようです。 

 

 

 

主査：宮川 守 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今今回回ははちちょょっっぴぴりり趣趣向向をを変変ええてて都都内内観観光光でですす。。  

建建造造中中のの東東京京ススカカイイツツリリーーのの巨巨大大ささにに驚驚いいたたりり、、

浅浅草草やや六六本本木木ヒヒルルズズをを見見学学ししたたりり、、夜夜ははおお台台場場をを

一一望望ででききるるホホテテルルにに泊泊ままっったたりり  ななどどななどど……。。  

新新旧旧のの名名所所をを巡巡っってて都都内内のの魅魅力力をを再再発発見見ででききたた  

旅旅ででししたた。。  

  


